
 

 

 



ごあいさつ 

本市の水道事業は、昭和３１年に田辺地区簡易水道

事業創設後、京都・大阪の大都市近郊に位置する立

地環境・交通条件を生かした大規模な宅地開発や新

たな産業系土地利用が進み、また、関西文化学術研

究都市の整備が進むなど、まちの発展にあわせて、

新たな水源確保や施設の拡張などを計画的に進め

てまいりました。 

しかしながら、近年の水道事業を取り巻く社会情

勢は、水道施設・管路の老朽化対策や耐震化対策、

水需要の低迷による収益減、環境に対する関心の高

まりなど、大きく変動しています。 

そうしたことから、これらの変化に的確に対応しつつ、給水サービスをなお 

一層向上させるための一貫した経営戦略が求められています。 

このような状況のもと、将来にわたり、市民のみなさまに、安心・安全な水 

を安定かつ持続的に供給するため、令和１１年度を目標年度とした、「安全」「強

靱」「持続」のそれぞれの分野での実現方策をお示しした、「京田辺市水道ビジ

ョン（一部改訂版）」を改訂いたしました。 

改訂にあたりましては、本市の水道事業の将来像として掲げる「未来へうけ

つぐ故郷
ふるさと

の水」の実現に向けて、市民のみなさまに愛される水道をめざすため

の進むべき方向性を示したものです。 

今後は、ビジョンに基づき、施策、事業を着実に実施し、市民のみなさまに 

安全で安心して飲んでいただける水道の安定供給に努めてまいりたいと考えて 

おりますので、みなさまのご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

結びに、京田辺市上下水道事業経営審議会において貴重なご意見、ご提言を

いただきました委員のみなさまをはじめ、ご協力をいただきました市民のみな

さまに厚くお礼を申し上げます。 

 

令和４年（２０２２年）３月 

京田辺市長  上 村  崇     
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